
熊
野
町
に
お
け
る
明
治
以
降
の
近
代
教
育
に
つ
い
て
は
、
既
に
、
熊
野
第
一
小
学
校
『
熊
野
川
 
創
立
百
周
年
記
念
誌
』
が
、
昭
 
 

和
五
十
年
十
月
一
目
発
行
さ
れ
、
編
集
委
員
の
努
力
が
こ
れ
に
結
晶
し
て
い
る
。
 
 
 

同
書
に
は
、
六
∵
一
員
か
ら
七
二
頁
に
か
け
て
熊
野
町
史
（
年
代
表
）
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
昭
和
四
十
九
年
ま
で
の
熊
野
町
の
歴
 
 

史
の
流
れ
の
概
要
が
把
捉
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

し
か
し
、
近
代
教
育
と
い
っ
て
も
、
第
一
小
学
校
の
創
立
百
周
年
記
念
誌
で
あ
る
か
ら
、
主
と
し
て
、
初
等
教
育
に
そ
の
内
容
が
 
 

傾
斜
し
て
い
る
の
は
、
当
妖
州
の
こ
と
と
い
わ
ぎ
る
を
得
な
い
。
 
 
 

そ
こ
で
、
＼
上
と
し
て
中
等
教
育
に
つ
い
て
、
共
同
研
究
者
と
し
て
の
柴
原
健
児
氏
が
入
手
し
た
資
料
を
中
心
に
若
干
の
覚
え
書
を
 
 

記
し
、
疑
問
占
州
も
挙
げ
て
み
た
い
。
 
 
 

熊
野
町
の
方
々
で
、
さ
ら
に
詳
細
か
つ
正
確
を
資
料
を
御
捷
供
い
た
だ
け
れ
ば
辛
い
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
 
 
 

∧
そ
の
一
＞
（
旧
制
）
熊
野
中
学
綾
に
つ
い
て
 
 
 

熊
野
町
に
（
旧
制
）
中
学
校
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
当
初
予
想
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
（
旧
制
）
中
学
校
が
あ
っ
た
こ
と
を
は
 
 

じ
め
て
聞
い
て
驚
い
た
が
、
そ
の
詳
細
は
き
わ
め
て
漠
然
と
し
て
い
る
。
柴
原
氏
が
、
志
々
田
次
郎
・
中
井
啓
文
・
中
井
盛
人
の
諸
 
 

熊
野
町
近
代
教
育
に
関
す
る
若
干
の
覚
え
吉
 
 

藤
井
 
千
之
助
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氏
か
ら
聴
取
し
た
聞
き
書
き
の
メ
モ
で
、
そ
の
概
要
を
述
べ
る
。
 
 
 

文
部
省
の
認
可
が
な
か
っ
た
の
で
正
式
の
中
学
校
と
い
う
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
（
旧
制
）
熊
野
中
学
校
は
、
 
 

大
正
十
五
年
四
月
に
創
設
さ
れ
、
昭
和
三
年
三
月
に
廃
止
さ
れ
た
。
（
志
々
田
氏
は
、
大
正
十
四
年
四
月
創
立
、
昭
和
五
年
三
日
廃
 
 

止
と
言
わ
れ
て
い
る
。
）
学
長
（
校
長
）
は
阿
原
臣
で
、
同
氏
は
大
正
六
年
一
月
か
ら
昭
和
四
年
三
日
ま
で
、
お
よ
び
昭
型
ハ
年
十
月
 
 

か
ら
同
十
年
十
月
ま
で
町
長
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
佐
々
木
三
郎
次
、
志
々
田
次
太
郎
（
当
時
区
長
）
ら
が
世
話
人
と
な
り
、
教
師
 
 

は
二
名
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
一
人
は
、
青
井
泉
で
、
数
学
・
英
語
・
理
科
を
担
当
し
、
油
絵
・
短
歌
も
よ
く
し
た
才
人
で
あ
り
、
 
 

か
か
る
 
他
の
一
人
は
、
鈴
木
哲
朗
で
国
語
・
漢
文
を
担
当
し
た
。
国
語
・
漢
文
は
、
の
ち
に
古
谷
田
香
流
が
担
当
し
た
。
（
を
お
古
谷
田
は
、
 
 

の
ち
に
熊
野
跡
の
郵
便
局
長
に
を
っ
た
。
）
 
 
 

校
舎
と
し
て
は
、
萩
原
分
教
場
の
東
側
で
、
現
在
の
農
協
購
買
部
の
倉
庫
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
使
用
さ
れ
た
。
 
 
 

生
徒
は
、
み
ん
を
で
野
球
も
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
か
ら
十
八
名
位
か
。
し
か
し
、
は
っ
き
り
し
た
人
数
は
判
ら
な
い
。
当
時
の
 
 

生
徒
、
中
井
啓
文
・
中
井
盛
人
両
氏
の
場
合
を
事
例
に
挙
げ
る
と
、
大
正
十
四
年
四
月
か
ら
一
年
間
は
、
熊
野
小
学
校
高
等
科
一
年
に
通
 
 

学
、
大
正
十
五
年
（
昭
和
元
年
）
四
月
に
、
新
設
の
熊
野
中
学
校
三
年
生
と
な
り
、
翌
年
は
同
校
の
四
年
生
と
を
っ
た
が
、
昭
和
三
 
 

年
四
月
に
は
、
呉
市
の
興
文
中
学
校
の
四
年
生
に
編
入
、
昭
和
凶
年
四
月
か
ら
昭
和
五
年
三
月
に
は
、
興
文
中
学
校
の
五
年
生
で
あ
 
 

っ
た
と
い
わ
れ
る
。
中
井
啓
文
氏
は
呉
市
に
下
宿
し
て
興
文
中
学
校
に
通
っ
た
が
、
志
々
田
次
郎
・
中
井
盛
人
の
両
氏
は
自
宅
か
ら
 
 

通
学
し
た
と
い
う
。
 
 
 

旧
制
の
熊
野
中
学
校
が
、
き
わ
め
て
短
期
間
、
変
則
的
で
は
あ
る
が
存
在
し
た
こ
と
は
事
実
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
詳
細
は
 
 

不
明
確
で
、
さ
ら
に
調
査
の
必
要
性
を
痛
感
す
る
。
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∧
そ
の
二
＞
 
婦
徳
高
等
女
学
校
に
つ
い
て
 
 
 

婦
徳
高
等
女
学
校
は
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
西
光
寺
の
住
職
精
好
悪
克
と
同
副
住
職
猪
野
了
催
の
父
子
の
発
願
に
よ
っ
て
創
立
さ
 
 

れ
た
。
大
正
十
五
年
四
月
、
婦
徳
実
科
女
学
校
と
し
て
設
立
さ
れ
、
翌
昭
和
二
年
に
、
婦
徳
高
等
女
学
校
と
改
称
さ
れ
た
ら
し
い
。
 
 
 

さ
き
に
挙
げ
た
『
熊
野
川
』
所
収
の
熊
野
町
史
（
年
代
表
）
に
は
、
「
大
正
十
四
年
四
月
、
婦
徳
高
等
女
学
校
創
設
」
と
記
載
さ
 
 

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
不
正
確
と
推
定
さ
れ
る
。
さ
て
、
創
設
者
の
猪
野
患
亮
は
、
青
年
会
、
処
女
会
、
壮
年
会
を
設
け
、
専
ら
教
 
 

育
事
業
に
腐
心
し
た
が
、
青
年
会
の
青
年
訓
練
所
が
設
立
さ
れ
た
た
め
、
同
氏
は
女
子
教
育
に
意
を
用
い
、
実
科
女
学
校
を
設
立
し
、
 
 

翌
年
、
婦
徳
高
等
女
学
校
と
改
称
し
た
。
「
当
校
は
、
高
等
女
学
校
令
に
依
り
、
女
子
に
須
嬰
を
高
等
藷
通
教
育
を
施
し
、
兼
ね
て
温
良
 
 

貞
淑
な
る
婦
徳
を
滴
泰
す
る
こ
と
を
も
っ
て
目
的
と
し
、
し
か
も
宗
教
的
信
念
を
基
礎
と
し
て
、
国
民
教
育
の
理
想
を
貫
徹
せ
ん
こ
 
 

と
を
期
し
た
。
そ
の
た
め
に
一
ケ
月
に
一
週
間
を
信
仰
週
間
と
し
、
特
に
生
徒
に
対
し
、
信
仰
に
関
す
る
課
目
を
課
し
、
常
に
女
子
 
 

教
育
を
宗
教
と
関
連
し
っ
つ
教
育
を
す
す
め
た
。
昭
和
初
期
、
学
校
の
経
費
は
、
西
北
寺
医
院
の
所
得
を
当
て
、
ま
た
西
北
寺
の
私
 
 

有
財
確
か
ら
の
利
得
を
以
て
し
、
僅
か
に
町
か
ら
の
補
助
金
を
併
せ
用
い
た
艮
と
い
わ
れ
る
。
（
以
上
は
、
主
と
し
て
、
自
治
詞
査
 
 

合
『
広
島
県
誌
』
昭
利
七
年
七
月
発
行
に
拠
る
）
 
 
 

婦
徳
高
等
女
学
校
は
、
安
芸
郡
熊
野
町
を
中
心
に
、
呉
市
及
び
隣
接
町
村
の
女
子
教
育
に
貢
献
し
、
卒
業
生
約
一
、
0
0
0
名
を
 
 

世
に
送
っ
た
。
昭
和
二
十
二
年
斯
学
別
に
よ
り
、
聖
徳
中
・
高
等
学
校
と
を
り
、
財
団
法
人
猪
野
学
園
立
を
学
校
法
人
猪
野
学
園
立
 
 

と
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
二
十
九
年
に
は
、
聖
徳
中
・
高
等
学
校
は
共
に
廃
止
さ
れ
、
猪
野
学
園
は
専
ら
幼
稚
園
箪
冨
を
進
め
る
こ
 
 

と
に
を
っ
た
。
 
 
 

婦
徳
高
等
女
学
校
の
卒
業
生
の
方
に
、
こ
の
学
校
に
関
す
る
さ
ら
に
詳
細
を
体
験
談
な
ど
を
お
聴
き
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
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∧
そ
の
三
∨
 
全
国
書
道
展
酔
兄
会
に
つ
い
て
 
 
 

前
掲
の
『
熊
野
川
 
創
立
百
周
年
記
念
誌
』
に
は
、
「
全
国
書
画
展
覧
会
の
記
録
」
が
「
二
〇
頁
か
ら
二
二
二
貞
に
わ
た
っ
て
記
 
 

載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
足
跡
の
記
録
」
に
よ
れ
ば
、
昭
和
六
年
十
二
月
五
日
、
第
一
回
全
国
書
き
方
展
覧
会
が
、
会
期
三
日
間
で
 
 

発
足
し
、
昭
和
九
年
十
二
月
一
日
、
第
四
回
全
国
書
道
展
覧
沓
に
、
名
称
を
従
前
の
全
国
書
き
方
展
覧
会
か
ら
全
国
書
道
展
覧
会
と
 
 

改
称
し
た
と
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

し
か
し
、
筆
者
が
小
学
校
第
四
学
年
で
あ
っ
た
昭
和
七
年
十
二
月
五
日
付
で
、
小
学
部
で
受
け
た
褒
状
に
は
、
「
本
校
主
催
第
式
 
 

回
全
国
書
道
展
覧
会
二
於
テ
審
査
ノ
結
果
成
績
優
良
ナ
リ
依
テ
之
ヲ
賓
ス
」
と
を
っ
て
い
る
。
審
査
員
と
し
て
は
、
広
島
輝
広
島
師
 
 

範
学
校
教
諭
鎌
田
喜
正
、
広
島
願
三
原
女
子
師
範
学
校
教
諭
大
窪
富
貴
雄
、
中
国
書
道
官
長
小
川
早
苗
、
広
島
股
立
広
島
高
等
女
学
 
 

校
教
諭
林
原
文
子
の
四
民
の
名
前
が
職
っ
て
お
り
、
「
足
跡
の
記
録
」
の
第
一
回
全
国
書
き
方
展
覧
A
ぶ
の
審
査
員
と
同
一
で
あ
る
。
 
 
 

「
全
国
書
画
展
憶
念
の
記
録
」
の
「
足
跡
の
記
録
」
に
、
前
述
し
た
よ
う
に
昭
和
九
牛
十
二
月
一
日
の
第
四
固
か
ら
、
「
名
称
を
 
 

全
国
書
道
展
覧
会
と
改
称
」
と
あ
る
の
は
、
如
何
な
る
根
拠
に
よ
る
も
の
か
疑
問
で
あ
る
。
筆
者
の
受
賞
し
た
褒
状
に
は
「
第
式
回
 
 

全
国
書
道
展
覧
会
」
と
明
記
し
て
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
 
 
 

第
二
回
か
ら
全
国
書
道
展
覧
合
と
改
称
さ
れ
た
と
い
っ
た
方
が
正
確
で
は
を
か
ろ
う
か
。
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